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東大 阪市 教 育 委 員会

教育長 益倉 辰次郎

占 くか ら占墳 の密 集地′詰 として者 名な七駒 山地 の西 ろ くを市域 に もつ 東大 阪

市は 、数 多 くの 占墳 の存 在が知 られ てい ます。

中 で も、 上四条町 の 山畑 占墳群 に は 、今 日なお 20余 基の 占墳 が の こ り、梓 集

■{と しての景観 を′]くす唯― の もの であ ります。 この き墳梓 は 、か つては 、数
十 Atの 占墳祥 であ った といわれ てい ます が 、戦 後の開 墾や 石 材の搬 出 、 さ らに

最近 にお け る宅地 の造 成等 に よって次 々 と失 われ て来 ま した。

この 占墳 rllrの 調 査
`ま

、 1日枚 阿 I村
`こ

お いて精 力白勺1こ進 め ら″し、 と くに こわ さ♯し

る古墳 につ いては 、すべ て 記録 作成 の ため の調 査が行 なわれ て来 ま した。東 大

阪 市に な ってか ら、その成 果の 上に 立ち 、 占墳群 の現 状 を知 るため に 、昭和 44

年度 に同嘩 及び府 Υセの補助 金 を得 て分布調 査 を行 ない ま した。

本 市で は さ らに この 占墳 伴 の保 存 と活用 をはか るため 、将 来 は 史跡 公 園 とす

る構 想 を もち、 市の総 合計画 の 中に と り入れ てい ます。 その一 環 として 、 この

占■tイ辞の 中に I村 立郷 土 博物 食官を建 士没し、日召十日47年 12月 開会官しま した。 瑳改地 71に

は 5 Jttの 占墳 を と り入れ 、野 外 国 として活用 して い ますが 、社 会教育 施設 と し

て、 また 文化財 セ ン ター として今後の発展 が期待 され てい ます 。

この冊 ■は 、 占墳 時代 後期の群 集墳 として 、数かず の資料 を提供 して い る山

畑 占墳群 の調 査成果 を、多 くの 方が たに利用 してい ただ くため に作成 しま した。

凸去 十数 年にわ た る、 この 占墳 祥 の調 査 と保存 の ため に協力 いただ いた関係 者

各位 に改め て御 礼 申 し 上げ る と共 に 、今後一 層の ご支援 をた まわ ります よ うお

ねが い 申 し 上 tヂ ます。

この 最 侍 きは 、 ‖召不日35寄ユ (十日枚 岡 市 )よ りH召十日46寄i(東大 阪 市 )に わ た り、 調 査 を実 lytし た山文田占
墳梓 の 各 占墳 の 内 、埋葬 当 時の状態 をよ く残 した 占墳 の調 査結 果 を ま とめ た調 査報告 書 第 1冊であ

る。

調査は 、ほ とん どの :!蚊が 市費による調査で、旧枚岡市及び東大阪市教育委 員会を主体 として実 lJL

した。山畑 25。 26・ 6号墳の調 査については、昭和44年、 IIl庫 及び府貨の Ftlti助 を受けて実 lytし た。

各 占墳 の調 査に /JJ力 いただ いた調 査 員は下 記の諸 氏 であ る。

山畑 33・ 35号墳… … 水 FJ/正 好 。西 谷 正 ・町 田 章 ・伊 藤 久嗣
山 1巴 25。 26・ 36号ナ責………及田 H召りく、 Jヒ野  イ呆
山畑 22・ 38・ 39。 40;墳・・・… 原 田  修

調 査に は 、 多 くの学 七諸 君の協力 参力Hを 得 た。 記 して感謝 の意 を表 したい

近畿 大学 を lⅢ学研究会・ 大阪商業大学 を占学研究 会・神戸山 手女子気え期大学歴 史研究 会・阪南大
学 を ir学研究 会・大阪 I笥 業大学附属南等学校地歴部・近畿 大学附属「蔚等学校地歴部・布施高等学
校地歴郎・花同高等学校地歴部・勝 山高寺学校地歴部 .旭高千学校地 4卜 那

服件書の作成に当た り、十分な整駐期間 を得 られず 本書の内容が概 報程 度に とどまらぎるを得なか
つた。 報告書の 刊行 を切望 されていた関係 各位に対 し、深 くおわびい た したい。

例
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山畑古墳群の概要

山畑古墳群の位置と環境

山畑古墳辟は、大阪府の東端に南北に連なる生駒山地の西麓に数多く分布する後

期梓集墳の 1つ で、現在の東大阪市上四条町～客坊町一帯の扇状地形上に分布して

いる。

大阪府と奈良県を画する生駒山地 (最高峰 生駒山一標高6423m)は 、摺曲的降
起運動によって生じた花南岩・閃緑岩系の岩石によって構成されており、その急、な

西斜面には、複合扇状地が発達しており、八尾市所在の高安群集墳や本報告の山畑

古墳群をはじめとする多くの大小辞集墳がこうした地形上に分布している。

生駒山地の北瑞は、京都府・奈良県側からの河川を集めて淀サ||が西流し、山地の

商端は同じく奈良県側から山地を横断して大阪府側へ出た大和川は、現在の柏原市

国分附近で南河内方面からの石川と合流し、宝永年間前は、山地に沿ちて幾本もの

支流に分岐して北流していた。

大阪の中央を南北に連なる上町台地と生駒山地との間は、古代においては、肥よ

くなデルタ地帯を形成していたものと思われる。

このように、南北の淀川・大和川の両河川に囲まれ、東は■駒山地にはさまれた

地域は、文字通り川に狭まれた豊かな土地、つまり河内地方の中′b地域であり、当

時の生産力を示すように山地の扇状地末端部に沿って各時代の遺跡が濃密に分布し

ている。

また、平野部においても、当時の河川の自然堤防上に弥生時代前期～後期・古墳

代前期～中期の集落の進出が多く見られる。

とくに古墳の分布は、河内平野を狭む上町台地及び生駒山地西麓の扇状地形上及

び尾根、丘上に見られる。

上町台地には、中期の古墳で前方後円墳の茶臼山古墳・御勝山古墳・帝塚山古墳

等があり、古墳時代中期の有力な氏族の存在が目立つ。これらの古墳群の南万 8 km

には著名な大古墳辟の百舌鳥古墳群が広大な面積を占めて存在している。

一方平野をへだてた生駒山地の西麓には、北より前方後円墳の忍ヶ岡古墳 (四 条

畷市)・ 西ノ山古墳・花筒山古墳 。心合寺山古墳 (八尾市)等 、主軸長150～ 60m前

後の前～中期へ続く古墳群及び大型辟集墳の高安千塚など多くの古墳群が見られる。

また、大和川が奈良県イR」から大阪府側へ出た柏原市国分附近には、古代の河内国

府が存在した河内の中心地域で、松岳山古墳辟や玉手山古墳群等の前期の古墳群や、

200基 を超える大型群集墳の平尾山千塚・雁多尾畑古墳群、線刻画装飾で知られる高

井田横穴古墳群など多くの古墳が集中している。

また、南河内地方より北流し、大和川に合流する石川を隔てた羽曳野丘陵北端に

は、百舌鳥古墳群とならび、応神天皇陵を盟主とする古市古墳群が広がっている。

― R 一



第 1図  府下の古墳群と山畑古墳群

さらに南の石川流域東岸は、近つ飛鳥で知られる聖徳太子御廟・用明天

皇陵等をはじめとする 7世紀の磯長占墳群や、一須賀古墳科など群集墳も

大 lF lの ものが兄られる。

この様に、七駒山地西麓から大和川をこえ、金剛山地西麓にかけて分布

するlf墳の総数は、約二 千来に近いものと察せられる。

この様な、河内地方の占墳の分布の中で、東大阪市上四条町一帯の扇状

地一常に分布する山畑占墳群は、山地西麓の大小群集墳の内、総数70～ 80

基程度の占墳から構成される中規模群集墳の最北端にあたる。このことは、

当時における伴集噴の存在する地域 (河内国河内部)の生産地域の面積 。

条件寺の劣悪 さを示すものとして興味深い。
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2.山畑古墳群の立地と構成

山畑古墳群は、周辺の群集墳と同様に生駒山地西ろくに発達した扇状地上

に分布している。現在確認出来る古墳の総数は、地形・分布状況を考慮して

他の古墳群と分離し、破壊を受けたものを合せて55基 を数え、中型の後期群

集墳である。河内地方では、もっとも-1党的で、閃緑岩の自然石を使用した

横穴式石室を内部主体としている。

古墳の分布は、標高15mを 測る扇状地末端近くに双円墳で、南北両丘に比

較的古式の横穴式石室 (第 3図 )を 持つ瓢輩山古墳があり、その西北80mに

は、江戸時代の文書に記録される鬼塚古墳 (双円墳 ?)、東方200mに は埴輪

の存在が知られる成山古墳 (円墳 )等のA支群として包括出来る一群があり、

第 2図  山畑古墳群分布図



占墳群でも最も早い6世紀前半に形成され、当時の盟主的存れ:と 見ることが

出来る。

これらは、高安 千塚の分布する地域でもっとも早く扇状地の末端に r可 きを

たがえ、前万後円墳で古式の横穴式石宅を持つ那川西塚・東塚両古墳の形成

と類似している。

瓢増山古墳の南方200mに は、昭和46年 のi/V丈後期の造跡で兵日られる縄手遺

跡の調査で、ひれ付円筒埴輸・冷持勾二・祭iE造構等の伴う中期の円墳、え

の木塚古墳の発見があり、本古墳群形成に先立つ氏炊の系譜を遡ることが出

来た。

さて、A支群の形成に続いて、扇状地の下半部に、山畑33号墳をはじめ30

35,31・ 馬ハギ塚古墳等の造営が行なわれたものと考えられる。山畑30号

墳は、万墳で内部に 2つ の横穴式石室を有していたことが知られ、 6世紀の

中葉前後の造営にかかるもので、B支群として包括出来る。

§ も
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次期は、B支鮮の区城からやや急斜 I面 をへだてやや斜山Tの一定したhjヴ〔部

～尾恨上に東西に各文祥を構成して形成されていったもので (標高60m～ lⅨ )

m)、 形成の終末は 7世紀初頭を出ない,特にhf蚊部は扇状地中央部・末_lnl部

とは異り、分布の広がりは地形に制約を受け極めて近接したものとなり、 F`i前

的には扇顕部頂点を中心に西へ末広がりに分布させることになったようであ

る。

最も北に位置するC支群は、現在ほとんど墳止の原形を残さないが多くの

須恵器が聞墾で出土し、少なくとも数基の占墳の残骸が埋没しているものと

思われる。C支梓の北側は、客坊谷の谷ナ|1筋 となり、占墳群ないしは基域を

自然区両している。

南にならぶ D支群は、本書にのせる山畑38・ 39,40号 墳と続く支梓で、墳

正・石室・副葬品の点で若千他の支群と性格は異るものと思われる。

E支伴は、C～ H支群の分布区域の中で、北は客坊谷、南は扇状地内に東

西に走る小谷状地形との間に扶まれる尾恨状地形上の最高所に形成されてぃ

る支群で、本書にのせる山畑22・ 25号墳を一連とする支梓で、西端は尾恨状

地形の西端、19号墳で終っている。

F支群は、E支群の南に並ぶ一辟で、古墳の分布している扇状地の上半部

の中でも最も地形の高い好条件の筋で、構成される古墳には、大型の横穴式

石室それも両抽式の石室がほとんどである。 F支祥は B支辟に続くC～ H支

群の内、中心的支群といえる。

G支群は、F支群より南へゆるやかに傾斜する斜面にならぶ一梓で、最も

東端に位置する10号墳は、長さ6mと 最も小型の石室内に 3回に亘る埋葬が

行なわれ、最後の埋葬が 7世紀後半に下り、本占墳群での追葬の下限を知れ

る (中世などの石室再利用を除く)古墳でもある。

H支群は、最も南の尾根

上に続く一群で、中には、

本古墳群中唯―の上円下方

墳 (尾根整形加工)で、最

大の石室規模を誇る 2号墳

(石室全長16.2m― 第 4図

参照)が含まれている。

A・ B両支群を除いて、

C～ H支祥の形成は、石室

・遺物の上から見て、比較

的短期間の間に形成された

ものと考えられ、 6世紀後

半も後半期の築造になるも

のと思われ、 7世紀前半に

入って新たな占墳の築造は

行なわれなかった様である。

第 3図 瓢箪山古墳北石室
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第 1表  山畑古墳群一覧表

Ｆ
Ｉ
竜

名 称
丘墳

石室の形 百室の主朝
道羨Ξ玄

| 現 ガ

墳  形 径 高 さ 奥壁幅 1羨門幅1長 さ 1高さ 1入日幅 1法門幅1長さ 1高 さ

1号

2

3

4

5

6

7

8

山畑

９

Ю

ｌ‐

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４

４２

４３

４４

４５

・
４６

一４７

４８

４９

５０

５．

５２

５３

砿

円  墳
上円下庁墳

不   明
円   墳
円   岐
墳

円   墳

円   墳
円   填
円   墳
円   墳
IIl   墳

円   墳
円   墳
円   墳
円   墳
方   墳
円   墳
円   瑣
円   墳
奴 円 墳
円  墳 ?
円   墳
円   墳

郷
耀

・
邪
罰
邪
ｗ
一
一
別
ｍ
鍋
鰤
郎
郷
十
一
一
４
別
関
射
一
蛹
一

四
削
”
一
回
四
回
ｍ
　
一　
一　
関
囲
回
四
回
四
　
一　
一　
限
四
四
画
」
”
・　
‐２
　
一

円

万   墳
円   墳
円   墳
(円 墳)

一　
　
　
一　
Ю
　
一

一　
１〇
　
一　
Ю
　
一

左 袖
左 袖
/i:  1山

片 仙
lli l由

ltti  l由

左仙 ?

左 袖
左 仙

両 仙
左 袖
左 袖
な 仙
左 仙
左 袖

左 袖
左 袖
無 抽
右 仙

西―左抽

両 仙

一　

一　

　

　

　

一　

一

無

左

袖

袖

　

袖

袖

袖

一

左

右

　

笠
継

継

小

一
　

一
　

一

一
　

一

左  袖

左  袖

::挙 :ざ

1 39

1 95

1 25

1 05

1 33

200

200

4 50

5 06

4

3 95

2 91

4 35

3 38

8 40

4 30

9 14

3 70

5 40

4 88

4 02

400

5 25

4 65

4 20

3 70

1モ

3

1 60

1 80

1 73

16

1 90

0 93

1 55

1 82

1 36

1_42

1 09

17

1 72

引

，―
―
―
―
刈
引
引
「
刊
州
刊
判
―
川
Ｉ
Ｊ
勾
引
剌
刊
判
‐
―
川
「
＝

ｏｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
―
―
―
―
―
―
１
５‐
‐
引
引
引
¶

引

引

三
十

引

一
‐

引

引

器

削

一

一

一

劇

謝

一

一

捌

却

扇

ヽ

ユ

理

一

劇

一

湿

劇

８５

謁

一
　

一

Ｎ

一

劇

十

一

一

一

一

一

一

一

ｉ

一

Ｉ

■

ｉ

,|
|

半壊

破壊

埋没

破壊

半壊

完存

破壊

完存
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古墳の形態と規模

山畑古墳群を構成する各古墳は、もっともポピュラーな円墳の他、方墳・双

由墳を始め特異な上円下方墳が含まれ、群集墳を特色のあるものとしている。

もっとも時期の早いA支群の瓢箪山古墳は、後世の変形を受け、南北に主軸

をおく全長50m、 高さ5mを 測る双円墳 (前 万後円墳の可能性もある)で両丘

に各々横穴式石室を有し、現在北石室のみ開口している。

また、鬼塚古墳も江戸時代貞享年間の四条村絵図によると瓢筆形を書き印さ

れており、瓢蜜山古墳の規模よリーまわり小型である。

B支群の内、現在見ることの出来る古墳は、馬ハギ塚のみであるが、30号墳

は(1墳 丘内に 2つの横穴式石室を有する方形墳であることが報告されており

(1辺 10m、 石室平行 )、 高句麗・百済の古墳との関連に注目されている。

E支群では、本報告書中の22号墳が双円墳で、東西両丘に各々横穴式石室を

有していたが、東丘のみ破壊を受け現存しない。現在、西丘のみ東大阪市立郷

土博物館敷地内に保存している。

また、F支群では、昭和26年、大阪府による緊急調査が行われ、18号墳が西

方に開口する石室を持つ方墳 (一辺10.4m)で あったことが知られ、G支群を

へだてた南端のH支群では狭い尾根上地形という悪条件を克服し、一辺28mの

方形土壇上部に径14mの円墳をのせた上円下方墳の 2号墳がある(第 4図参照 )

この様に古墳の外形上の分類では、C,DoG支 群を除く各支群に円墳以外

の特異な古墳が含まれることは注目する必要があろう。

第 4図 山畑 2号墳墳丘測量図
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第 5図 石室の開口方向

他の占墳は、約15～ 10m前後の円墳と考えられるが、墳丘は変形を受け、旧

状を残していないものや石室も基底部のみ残していたものが多く、古墳の規模

の復原は、石室特に玄室の規僕の比較にたよらざるを得ない。第 6図は、実測

可能の石室 (玄室部)の比較表である。

各古墳の石室は、各支群によって、規模・形態・手法に若千の差が認められ、

A支辟の瓢電山古墳北石室は、玄室長2.43m、 巾199m(石室下部埋没)を測

る方形に近い平面プランを持つ左片袖式の古式石室である。

横穴式石室は、生駒山地西麓の古墳全般に亘 り奥壁に向い、左に袖のある左

片仙式が多く、本古墳群でも支配的であるが、他に両袖式がF支群 (18号墳の

み除く)と B支群の33号墳、G支群の11号墳にも見られる。

右片袖式の石室は、D支群の27号墳、E支群の20号墳にわずかながら存在す

る。また、無袖式は、生駒山地西麓では非常に少いもので、平尾山千塚 (柏原市 )

に多く見られる形式とは若千異り、入田部へ広がるものと、せばまるものとに

分れる様であり、D支群の26・ 38・ 39・ 40号墳、G支群 6号墳に見られる。な

お、E支群の21号墳 。24号墳等はほとんど袖のない左片袖式系のもので、袖の

退化過程の石室であろう(第 2表参照)。

各古墳の石室開口方向は第5図の通りで、D支群の27号墳、F支群の18号墳

は共に西に開口している他、馬状地形の扇頭部に近い程、西への指向性が強く、

-10-



また北端の谷
'II筋
(D支梓等 )に 近い程西への指lrJ性が強いようである。

このことは、入尾市郁川伴集墳の分布調査でも指摘した通りで、石室の主軸

が一慨には等高線の方向に規制を受けているとも断言出来ず、むしろ各古墳ヘ

の墓道との関連が重視される必要がある。

また石室の規模についてみると、第 3表のように、 E支群の20・ 22・ 27号墳

及びG支群の10号墳、D支群の各古墳は最も規模の小さな石室を有している。

このことはC～ H支群の中でも北半部の支群に多くみられることと関連して被

葬者の階層を考える上に興味深い。ただし、石室の規模は、10号墳での 3回の

埋葬例が示す通 り、彼葬者の人数には余り影響を与えていないことは確実であ

ろう。

両袖式の各石室は、 2号墳を除いて玄室の長さ・巾ともに約50Cm前後の中が

あるのみで、古墳群中大型の石室を構成し、各古墳の被葬者を考察する上に重

要である。

さて、各石室の玄室平面の奥壁巾に対する長さの比は、各古墳とも約2.5を 前

第 2表 石室の形態別分類表

後して玄室の規模を決定している様である。

各石室は、扇状地の各所及び谷筋にある閃緑岩の自然石を運び石室を構築し

たものと考えられるが、D支群26号墳の石室の様に、一部に自然石を半裁して

出来た平らな有1面を石室内部に向けて積んだものが見られる他、切石等の技術

は余く認められない。

さて、石室内部の設備としては、床面に敷石・棺台等を設けている石室が多

く、玄室の兜半部のみ (25号墳等)や、玄室全面(33・ 21・ 22号墳 )に わたって

ぷ 評 唱 1名 評 | || 不  明

A 1
９

，

B ９

， 6

C ９

２

D 1 5 ９

留

E 5 1
９

，

F 4 1 4

G 1
９

， 2

H 4 3
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第 6図 玄室規模比較図

救石をしたものがあり、棺台は、細長い石材を平行に 2列並べて木棺を置くも

のが多い (35・ 40号墳 )。 また、石構用のものとして26号墳のように20～ 30Cm

大の石を長方形に並べ内部に上を入れ上部を粘上でかためたものなど特異なも

のも見ら″しる。

第 3表 玄室の規模分類表  ( )内は無仙式の石室

Ａ５２　
　
印
　
出　磁
ｍ

4.0-7.0■ 了 7.0-10.0■ ギ 10.0～ 13■ギ 13『 以上 不   明

A 1 2

B 1 1 1 6

C 2

D 1 1

E 5 1 2

F 1 2 1

G 1 1 1 1

H 2 1
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H 山畑古墳群の調査

調査の経過

山畑古墳群の調査は古く記録にのる所では、明治のはじめ、イギリス人一ウ

ィリアム・ゴーランドが、高安古墳 Hrfゃ芝山古墳 (石切町所在)の調査と前後し

て、本古墳群の調査を行なっている。彼の著書『The dOimen and Burlal

mound in Japan』 の刊末古墳一覧表に「河内地方、四条村所在古墳」として計

7基の古墳を計測しているのがそれで、本古墳群を含めた生駒山地西麓の横穴

式石室及び横穴古墳群等について、はじめて学問的な目で調査の手を加えた。

これ以降、長い間これといった調査はないが、戦後の昭和23年 、古墳群周辺

の山林が大阪府により開墾の指定を受け、一応各古墳がその対象から除外され

たが、一部の所有者によっては、古墳を無造作に破壊するものがあった。この

ため、大阪府教育委員会は、昭和26年から27年 にかけて記録保存のために、山

畑 7号猿■8号墳。30号墳の 3基の古墳の調査を実施した。調査は、堅田 直氏
を中心として行なわれ、30号墳の調査では、 1墳丘の中に 2つの石室が平行し

て有していることが判明するなどの成果があった。(『大阪府の文化財』昭和37年3月 )

昭和33年 、旧枚岡市に「枚岡市文化財保護規則」が公布施行され、山畑古墳

群が市の史跡として指定されたが、古墳群の分布する扇状地末端部からの宅地

造成の急激な増加によって、緊急の調査・破壊が続いた。当時の調査は、枚岡

市史編纂に当たっていた藤井直正を中心に水野正好 。西谷 正・町田 章・伊藤
久嗣諸氏の協力によって、かろうじて記録が残され山畑33号墳・35号墳・lo号

墳 ,16号墳等の調査が行なわれた。

これと平行して、古墳の分布調査や実測図の作成が、同市史編さん資料の作

成と合せて行なわれた。 (2。 11,14。 15号墳―昭和38年 -39年 )

昭和42年、枚岡・河内・布施三市の合併により東大阪市が誕生し、山畑古墳

群の調査 。保存等の事業も引き継ぎ、今日に及んだが、これまでに調査した古

墳は、第 4表に示す通りで、昭和42年 12月 、採石工事に伴う発見で、36号墳の

緊急調査を荻田昭次氏らに委嘱し実施した。同古墳は、 6世紀末葉の横穴式石

室を持つ小古墳であるが、墳丘に埴輪を伴っている点注目された。 (北野 保
『横穴式石室に伴う埴輪の一資料』「河内考古学」 2)

昭和44年、山畑古墳群の保存活用と博物館建設の計画化が進み、古墳群の総

合調査の一環として国庫及び府費の補助を受け26号墳の他二古墳を対象とし、

調査を実施した。
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調査は、原田 4多・久貝健・北野 保・本城節子・奥井哲秀らの協力のもと
に行なった。この調査では、本書に報告する通り、石室内での埋葬のあ り方

を示す好資料 を得た。

昭和46年、市立郷土博物館の建設が決定し、その敷地を山畑22号墳の北側に

求めたが、分布調査の結果、4基の小古墳がかろうじて現存することが判明し、

建物の位置を変更 し敷地内に保存活用するため、同年 3月 、38・ 39。 40,41号墳

及び22号墳西丘の調査を合せて実施した。

また47年、古墳群?南端に市立縄手小学校分校 (仮称、上四条小学校)の

建設が予定され、敷地内の遺跡確認調査を、東大阪市遺跡保護調査会に委託し

て実施した。この結果、敷地の一画に石室の基底都が残っていることを確認し、

現在、古墳の活用を前提として建設中である。

第 4表 調査古墳一覧表

年 度  調 査 古 墳 名 調 査 内 容 調査主体(者 ) 備  考

明治初年 山畑古墳群中の数基

昭和26年  山畑18。 30・ 55号墳

昭和30年  山畑 8号墳
〃  山畑23号墳

昭和34年  山畑27号墳

昭和35年  山畑10・ 16号墳
〃  山畑33号墳

昭和36年  山畑35号墳

昭和38年  山畑 2・ 14号墳

昭和40年  山畑17号墳

昭和41年 山畑21号墳
〃  山畑24号墳

昭和42年  山畑20号墳
〃  山畑36号墳

昭和44年 山畑 6・ 25,26号墳

昭和46年  山畑22・ 38,39,40。 41号墳

昭和47年  山畑48号墳

石室計測

発堀調査

石棺の実測

遺物採集

石室実測・遺物採集

発掘調査

石室実測

発掘調査 (一部 )・ 石室実測

発掘調査

石室実測

羨道部発掘調査

発掘調査

発掘調査

分布・発掘調査

試掘調査 (存在確認 )

ウイリアム・ゴーラン

大阪府教育委員会

藤 井 直 正

枚岡市教育委員会

東大阪市教育委員会

″

′′

ド

開墾・破壊

開墾・破壊

開墾・半壊

半壊

破壊

宅地造成・破壊

宅地造成・破壊

完存

〃

水道管敷設

採石・破壊

26号のみ破壊

博物館敷地内整備

校庭内に保存
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各古墳の調査

A.山 畑33号墳の調査

客坊町1772番地、古墳群の中では比較的下の位置、標高70mの地点にあった古墳

である。(B支群 )付近は過去に開墾され、畑地として利用されていたが、昭和34年

の末から宅地造成のための整地作業が行なわれたところ石組が発見され、古墳であ

ることを確認した。すでに封土と石室の上部は失われていたが、石室の下部は地面

の下に埋もれたままであり、石室内の埋葬状態や遺物ののこっている可能性があり、

土地所有者横内六郎右衛問氏の諒承を得、昭和35年 1月 から4月 にかけて、旧枚岡

市教育委員会によって発掘調査を行なった。その結果、予想の通り埋葬状態につい

て数かずの知見を得、出土遺物にも注目すべきものがあり、この古墳群の性格や、

この地域の古代史を考える上に重要な資料を提供した。

石室は、その中心線が S24° Eを示し、玄室は奥壁での幅20m、長さ488m、 羨門

での幅2.20mの両袖式で、羨道の幅は羨門で152m、 前方の部分で1.42m、 長さ5,7

5m、石室の全長10.63mを はかる規模である。石室を構成している石材はかなり大

きい閃緑岩の自然石が用いられていた。玄室内には地表面まで土砂が充満していた

がそれを除去すると、玄室内には一面に粘上が敷かれていることがわかった。この

粘土面には玄室の北西寄りに二本の溝が石室の中心軸と平行に検出され、填土中に

凝灰岩の石材が破片となって出上したため、この位置に組合式石棺 (第ユ号石棺 )

を埋置したことが推察される。玄室の東北隅には、径30cmの石の上に 1枚、粘土面

に 2枚の杏葉、西北隅に鉄鏃群、東壁との間には鉄刀 1、鞍磯金具 1、 金環 1、 杏葉

1、 その他馬具破片・須恵器の長 くび壺 1、 土師器の鉢などが出上した。

また、玄室の東南部には、凝灰岩製の組合式石棺 (勇 2量石棺)の うち、底部 5枚、

佃U石 3枚、さらに蓋石 1枚が側石にもたれかかった状態で遺存していた。この石棺

内には計 4個 、 2セ ットの銅環と鉄製刀子、石棺の西側には、石棺より30cmの とこ

ろに長さ106mの直刀が刃先を北に向けておかれ、須恵器の大型高J不の蓋 2枚、石

棺の南側に須恵器のlt l個がおかれていた。従って、玄室内には 2つの石棺と 1つ

の木棺がおかれていたことがわかり、第 2号石棺の北端と西壁との間には東西に 3

個の平たい石が並べられ石室を三分していること、さらに石室の床面に敷かれた粘

土の色が異なり、石棺の埋置された時期に差のあることを示している。なおこの粘

土を除去すると玄室内には一面に敷石の並べられていることがわかった。

羨道の大部分は大小の石を積み上げた閉塞設備があり、その高さは最高1.2mを は

かった。羨道の北端部、閉塞の直下には一区画があり、ここから人骨片・土師器の

鉢 1・ 対 1・ 平鉢 1・ 鋒 5'須恵器の高よ不1・ 金環 2が出土し、ここにも一体の埋

葬の行なわれたことが考えられる。これらの事実を整理すると第 5表の通 りになる

が、玄室は 3分 して三回の埋葬、羨道の奥に一回の埋葬が想定される。
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第 7図 山畑33号墳石室実測図



第 8図 第 2次埋葬の石棺

第 1次埋葬とその遺物

玄室を三分した奥半分、西壁寄 りに凝炭岩製の組合式石棺に遺骸を入れて埋葬され

た。副葬品のうち注目されるものは 5枚の杏葉で、大きさ。製作手法が同じであり

セットであったと考えられる。いずれも鉄地金銅張で鐘形をなし、下縁5ヵ 所をと

がらせ、鉄板の上に斜格子の鉄線を張り、その支点に忍冬文をつけている。全長19.5

Cm、 下辺の幅12Cmを はかる。茨木市宿久庄に所在した南塚古墳から出土している杏

葉をまねて製作されたと考えられる。(表紙カット),

第 2次埋葬とその置物

玄室の前半、東壁寄りにおかれた凝灰岩製組合式石棺に埋葬され、石棺内に 4個の

銅環が出上していることから、 2体の理葬が推定できる。銅環は桔内の前よりに 2

個、後方に 2個が存在したから、頭部を交互にして遺骸をおさめたものと考えられる。

第 3次埋葬とその遺物

第 2次埋葬の石棺と西壁の間に木棺による 1体の埋葬が考えられ、大刀 1・ 須恵器

〕不蓋 2を副葬している。他に副葬品はないが、大刀は長さ106cmを測る大型のもので

ある。

第 4次埋葬とその遺物

羨道のもっとも奥、閉塞までの間隔約1.5mに

副葬品と考えられる土器と2個の金環が出土

し、また人骨が検出され、この部分で一体の

埋葬が行なわれたことがわかる。

＼、

第 9図 石棺実測図

8号墳 組合式石権
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閉塞・羨道とその遺物

閉塞は羨道の大部分にわたって大小の石をつ

み上げていたが、閉塞の上面には須恵器の子

持台付壼、土師器の皿 。対などが出上した。

また羨道の南端、すなわち入国の部分には、

羨道の端より南へ 2m、 幅 3mに わたって大

小の石を円形に積み、中央の凹みに須恵器の

大輩の破片が多量に出土 と́た。故意に破砕さ

れた状態であり、まわりから出上した多数の

須恵器と共に閉塞後に儀礼の行なわれたこと

を物語っている。

第 5表 山畑33号墳の出土遺物

埋葬の区分 場 所 埋葬の主体

副 葬 品

装身具 馬 具 武  器
土  器

須恵器 上帥器

第 1次埋葬
玄 室

奥半部

疑灰 岩 象

阻合式石棺

金環(1)

金環(21

⑪
珠
鎖
わ
具

葉
　庫
つ皓

杏
雲
兵
く
鞍

刀

鏃

鉄
　
鉄

印付長頸壺

(1)

鉢 (1)

第 2次埋葬
玄 室

前半部

凝 灰 岩 募

組合式石棺

銅環(4)

石棺内)

鏃
　
子

鉄
　
刀

第 3次埋葬 玄 室
前半部

木棺 ? 鉄 刀
動

ｎ

蓋
計

第 4次埋葬 羨門部 木 棺 ? 金環(動 高ナ不(1) 鉢

鉢

姑

平

怨

閉塞部 子持台付逓
(1)

皿
対

羨道部

台付長頸盛
(1)

その他破片
多数が出土
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B.山畑35号墳の調査

四条墓地の付近は現在すっかり宅地化しているが、何基かの古墳が分布していた。

昭和37年 2月 、宅地造成のための作業中 1基の古墳が発見され、 2～ 4月 にかけて

旧枚岡市教育委員会で調査を実施した。

その結果、石室の基底部が残存していることを確認することができ、埋葬状態に

ついていくつかの知見を得ることができた。中心線が S7° Eを示す横穴式石室で、

西壁は最下段、東壁は 2段 目までをのこしているに過ぎなかったが、玄室は奥壁で

の幅1.35m、 長さ4.20m、 羨道の幅1.23m、 左側にわずかな袖をもった比較的小規

模な石室であることがわかった (第 11図 )。 床面には敷石の設備は見られなかった

が、表面の平たい石が規則的におかれていて、これが棺をおくための台であったと

考えられる。この古墳からは凝灰岩製の石棺材が発見されず、それに対して鉄釘や

錠 (かすがい)が検出されたことから、木棺による埋葬であったと考えられる。上

記の棺台と見られる石の配列と遺物の配置状態から、この古墳の石室内に埋置され

た木棺が 3基、従って少なくとも3体の埋葬が考えられる。

石室の上部が破壊されていたにもかかわらず、遺物はそれぞれ原位置を保ったま

ま遺存していた。遺物としては、先ず、奥壁の西南隅に須恵器の広口対をのせた大

第10図 山畑35号墳全景
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第11図 山畑35号墳石宝実測図 (鵠 )



型の器台がおかれており、奥壁の中央に蓋よ不のセットが 2組、鉄鏃などが出上し、

東壁寄りには直刀 2振 と鉄鏃、須恵器の高ナ不1、 袖の部分に須恵器の蓋ナ不のセット

2組 と土師器の皿、羨道部の西壁に接して直刀 1振がそれぞれ出土した。これらの

遺物を出土個所によって整理し、棺台の配置とを考え合わせると次のような結果が

得られる。

棺台と考えられる石は、閃緑岩の平たい自然石を用い、玄室北半の西壁寄りに1.95

mの間隔をおいて 2個 (第 1次埋葬 )、 次に玄室南半と羨道部にまたがうて石室の

中心に1.85mの間隔をおいて 2個 (第 2次埋葬 )、 さらに羨道部には、東西に 2個

ずつ比較的小さい石を並べ130mの間隔をおいて 4個 (第 3次埋葬)の石がそれぞ

れおかれていた。なお、奥壁より27mの ところには、27cm× 80cm、 17cm× 40cmの石

を二つ並べてあったが、これは玄室を三分して第 1次埋葬と第 2次埋葬とを区画し

た仕切 りであったと考えられる。

第 2次埋葬

第 1次埋葬とその遺物

玄室北半の西壁寄 りに、おそらく木棺におさめた遺骸を埋葬したと考えられる。棺

台の中間に鉄 鏃と銀環が出上したが、これは棺内におさめられていた副葬品であろ

う。奥壁の西北隅には、先に記した通り、広口射をのせた高さ64cmの大型の器台が

おかれていた。器台に対して、上にのせられていた靖が小さいのは不均衡であるが、

有り合わせのものを利用したのかも知れない。器台の右がわには、須恵器の蓋チ不 (蓋

と身を重ね合わせた状態)2セ ット、鉄鏃 2本がおかれていた。また玄室の中央か
ら出土した鉄斧もこの第 1次埋葬に伴う副葬品と考えられる。

第 12図  埋葬復原図

第 1次埋葬
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埋葬の区分 場  所 哩葬の主体

百
田 葬

装 身 具 武  器 農工具
土 器

須恵器 土師器

第 1次埋葬
玄 室

奥半部
木 棺 ?

銀 環

鉄斧(1)

,伍  (1)

大型器台
(1)

対 (1)

蓋チ不(動

第 2次埋葬
玄室前半

～羨道部
木 棺 ?

銀 環

鉄鏃 (動

刀子(動

直刀(1)

短刀(1)

蓋)不 (動

高ナ不(2)

第 3次埋葬 羨道部 木 棺 ? 銀 環 (D 腺

第 6表 山畑35号墳の出土遺物

第 2次埋葬とその遺物

第 1次埋葬を行なったあと、またはこの第 2次埋葬の際に、東西に二つの石をおい

て区画を設け、その南がわに埋葬を行なったと考えられる。棺内には 2本の鉄鏃と

2本の刀子を入れ、袖の部分から出土した須恵器の蓋J不 2セ ットと高J不がこの第 2

次埋葬に伴う副葬品であったと想定される。

この二次の埋葬の中間に、東壁に接して直刀 1振 と短刀 1振が石の上におかれ、

さらに須恵器の高」不1個が出土しているが、 1次・ 2次 どちらに伴うものか不明で

ある。

第 3次埋葬とその遺物

羨道部におかれていた 4個の石を棺台として木棺をおいたと考えられるが、間隔が

1.3m前 後しかなく、構としては小型である。棺内に数本の鉄鏃を入れ、西壁に接し

ておかれていた直刀 1振、羨道の中央部で出上した須恵器の球と銀環がこの第 3次

埋葬に伴う副葬品と考えられる。

この 1～ 2次の埋葬は、土器の形式から見ると年代の距りが少なく、同一時期に

相接して埋葬が行なわれたものと推察することができ、ひいてはこの古墳の築造年

代が 6世紀後半の初頭にあったことが想定できる。第 3次埋葬は若千時期が下るも

のと思われる。
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C.山畑25号墳の調査

,山 畑25号墳は、E支群の西端近 くに位置し、標高約92mを 計る。調査は、

昭和44年 3月 ～ 4月 にわたり実施した。古墳の墳丘は全く削平され、その

都模、旧状は知 り難い。

調査はトレンチ掘 りによって石室位置確認からはじまったが、比較的良

好に石室の下半部及び埋葬時の状態をよく残していた。

横穴式石室は、 S-27生 Wに 開口する左片袖式の石室である。玄室に対し

羨道が比較的長 く、その主軸は玄室主軸に対して約 6° 西へ偏して付けら

れている。

玄室は、奥壁で巾1.25m、 袖部 1.21m、 長さ4.3mを 測り、奥半部には20～ 30

Cm大の自然石を雑然とならべ敷石床としている。羨道は、玄門都中115m、

入口巾1.82m、長さ765mを 測り、石室入口はラッパ状に開口していたものと

考えられる。また玄室の東西両壁とも西へ傾斜しており、特異な石積法を

行っている。

石室の上半部は欠いており、巾が狭く全体として細長い石室空間を構成

していたと考えられるにもかかわらず、調査の結果、玄室に 2回、羨道に

2回 、計 4回に亘る埋葬が行なわれたことが判明した。

玄室奥半部の敷石上には、石室主軸にそって、直刀(1)と 大腿骨片が遺存

し、その下部には、須恵器ナ示蓋身(1)、 靖(1)を 検出した。これらの周辺には

若干の鉄全族・刀子(2)・ 小型壷を置いている。

また、奥壁・西壁に沿って、子持高ナ不の蓋(3)・ 長頸壺(1)。 高ナTh11)。 壷(1)

が副葬されていた。

周辺には鉄釘等の検出はなく、金具を使用しなしⅢ木棺か他の材質構であ

ったことが考えられる。(第 1次埋葬 )

これに続く第 2次埋葬も木棺によるものと考えられ、敷石の切れる部分

より袖部の間に多くの鉄釘・鑓を検出している。木棺は第 1次埋葬部の敷

石の内、 3石 を配置利用して棺台としている。 埋葬部分中央には、大腿
骨片力゙遺存し、須恵器ナ不(21・ 靖(1)。 高ナTh11)。 提釈 1)。 土師器小型鉢形土器

(1)・ 皿(1)。 馬具として轡の副葬があった。

第 3次埋葬は、羨道部の奥半部つまり袖部からやや広がった部分に行な

われていた。埋葬面は、第 1。 2次面より約15cm程、土砂堆積によって高

くなった面を利用し、両壁にそって 5～ 10cm大の小石を巾30cm程敷き、そ

の間に凝炭岩製組合家型石棺を置いていたものと考えられるがその石材は

ほとんど失れていた。副葬品としては、耳環(1)・ 須恵器長頸壺(1),棗玉(1)

のみが遺存した。
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第13図 山畑25号墳石室実測図(島 )



最も入口に近い所に行なわれていた第 4次埋葬は、第 3次埋葬との間に

20～ 30cm大の石を高さ20cmに 並べて区画し、やや厚手の石材を使った組合

式家形石棺を置いており、底板(4枚 )のみが完存した。副葬品は皆無である。

石室の天丼石がないので不確実であるが、第 4次埋葬の行なわれていた

羨道入口部まで天丼石があったか問題であり、あったとしても通路である

羨道部入口にまで埋葬せざるを得なかった必要性がここには認められる。

第 7表 山畑25号墳の出土遺物

埋葬の区分 場 所 埋葬の主体

百
田 葬 口

ｍ

装身具 馬具
器
具

武
工

土 器

須  恵  器 土 師 器 .

第 1次埋葬
玄 室

前 半 部
木 棺

直刀(1)

関猟10

刃子②

器

士霊
　
　
　
　
　
と霊
　
　
土型

頸
郭
　
　
身
型
蓋
　
プ

氏
高
壷
対
卒
小
郭
蓋

コ

第 2次埋葬
玄 室

奥 半 部
棺
鰤
，
鑓

木
鉄

く

轡(1)

身
瓶
　
イ

郭
提
対
高

皿  (1)

小型鉢(1)

第 3次埋葬 羨道奥半部
凝 灰 岩 製

組合式石棺

棗玉(1)

金環(1)
長 頸 壺 (1)

第 4次埋葬 羨道入口部
凝 灰 岩 製

組合式石棺
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第14図  山畑26号墳の石室

D.山畑26号墳の調査

山畑26号墳は、25号墳の北西約50mの地点に位置し、標高約90mを 測る。

昭和44年 3月 、古墳を含む敷地に建物の話が持ち上がり、協議の結果保存

不可能という結論のもとに記録保存を目的として十分な調査を実施した。

古墳は、25号墳同様、墳丘が全く削平され、北側は客坊墓地に切断され、

西側も石垣で旧状を全くとどめていなかった。このため、石室基底部が埋

没しているというわずかの望みを手がかりに敷地の南北に トレンチを設定

した結果、石室の基底部が良好に遺存していることを確認した。

石室は無袖式の横穴式石室で、西壁は 1段、東壁は 2段に亘って残って

いた。

石室は奥壁部での巾17m、 入口部巾162m、全長914mを 測る中型の石室

である。石材は、奥壁 。西壁奥壁部に自然石を半載した割面をそろえて据え

ており、一部に害1石積を加えるなど石室の整備化の一端を知ることが出来

た。この様な手法は、他の石室では見られない。

石材の据え方も、奥壁部では17m× 15mの割石を用いて鋭い方を下部に
して据え、その断面形は逆三角形となっている。石材の裏は、わずかな石

と上でかためているのみである。他の壁の最下段の石材もこれに近い方法で

行っており、2段 目には比較的平らな石材をのせ、石組の安定を図っている。

石室入口部は、50～ 10cm大の自然石を積んだ閉塞が高さ15m、 長さ35
mに わたって残っていたが、石材間には須恵器甕片や凝灰岩製組合家形
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第16図 石室とその構造

表 上ヽ
黒色(黄色混)土ヽ

ヽ

黒色土
ヽ

石棺の蓋板 (90× 51Cm)がはさまれている状態がみられ、幾度かの埋葬と

石材の移動により、閉塞間にこれらの道物がilと入する結果になったものと

思われる。

蛇足であるが本市上石切町所在の陶棺墳―墓尾古墳の閉塞間下部にも

陶棺片や耳環等が混入していたことも同例である。

さて、本古墳では、埋葬当時の副葬品はほとんど皆無で、奥壁に接して

須恵器瞭の他土師器皿片を若千検出したのみであるが、埋葬施設として、石

室奥半部に当古墳群では珍しい石棺用の構台が付設されていた。

棺台は、20～ 30cm大の比較的平らな自然石を使用し、石室主軸に長く長

方形の区画を作り、内部に当地で弥生時代中期の包含層である黒色上を石

と同高に入ィと、黄色土をはさんで上部を粘上でかためている。

棺台は、南側石組の中央がなくなっているが、巾262れ、長さ14mを 測る。

三壁との間は 5 Cm～ locm前後の小石をつめ、排水濤的な設備としている。

棺台の下部構造は、黄色土を約 5 cmの 厚さに政き、玄室部に相当する奥壁

より4.5m所で切れ、さらに下部は石室全面にわたり30～ 10cm大の敷石をて

いねいに敷きつめている。

黄色土

褐色土

黒 色 土

機色鞘

黒 色 土
黒(黄色とと)色土

円形 ピッ

敷石の下部は地山面となるが、石室の主軸と若千ずれるが東西 2列の円

形ピット (50× 60cm)がならび、これらは吸水用のピットであるのか石室

構築用のものであるのか不明である。
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E.山畑36号墳の調査

山畑36号墳は、D支群西端に位置し、標高約65mを 測る。墳丘の周辺及

び上部は、ほとんど削り取られてしまっており、全く墳丘の規模と形状を

つかむことは出来なかったが、石室の残存部より推定して、少くとも径10

mの円墳であったと考えられる。内部主体は横穴式石室であるが採石のた

め天丼石と奥壁の全部が取り除かれ、両側壁も一部を残しているにすぎな

い。従って、奥壁下部に置かれていたと思われる 3個の根石と東壁残存部

の平面形からして S-20° 一 Eを 指す右片袖式の石室と考えられる。石材

は閃緑岩を用い、石室現存部の全長は、62m、 玄室長39m、 巾約20m、 羨

道部長さ22m、 巾16mを 測る。

玄室内は、かなりの攪乱を受けており、埋葬当時の状態はほとんどわか

らなかったが、玄室中央西壁に接して、須恵器壺・長頸壺・土師器椀等

が出土した。また床面を清掃することによって玄室の前半部において、凝

灰岩のばい乱土を検出し、凝灰岩製石構を安置していたことが判明した。

また、羨道部においては、高さ70Cm、長さ32mを計るこぶし大から人頭

大の石が残り、閉塞設備のあったことを確認し、特にこの部分において、

多数の須恵器片や大型の甕片を検出している。

第17図 埴輪出土状態
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第18図 山畑36号墳石室実測図(島 )



一方、削り取られた墳丘の断面において、円筒埴輪片が出上したため、

墳丘上に長さ3.6m、 巾1.5mの トレンチを設定した。

この結果、 9本の円筒埴輪がほぼ一直線上に並べられていることが |」っ

た。各々の埴輪は底部をほとんど同一の平面に約 2 cmの 間隔をおいて並べ

られていたが、埴輪列はN-33°一Eの方位を示し、石室の中心線 とは平行

せず、53° の違いが認められた。またこれらの埴輪列は石室床面より72cm

上部にあり石室を構築するためにうがった上城の南北ラインから埴輪列南

端まで 2m、 北端で1.2mを 測るため、当埴輪列が36号墳に伴うものであっ

た場合には、墳丘の築成過程において円筒埴輪をならべ、さらに盛土を行

って墳丘内に埋めたものと考えられる。石室の中心線と同筒埴輪列が平行

あるいは石室中′とヽに対し弧状に配列されていない点に疑問は残るが、埴輪

そのものは、平均底径 13.7cm 厚さ1.5cm、 複原高約40cm前後の者しく退

化した末期的手法である点から、後期古墳における埴輪のあり方を示す重

要な資料といえる。なお、また本古墳の南側から人物埴輪の胴部を採集し

ており、 (第 19図 )ま た最近、H支群の 5号墳の墳二内でも埴輪片を採集

したが、合せて後期古墳における埴輪の存在・意義に注目する必要があろ

つ。

第19図 人物埴輪実測図
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第20図 古墳全景

F 山畑22号墳の調査

山畑22号墳は、E支群の比較的上部、標高約 H4mを 測る地点にあり、東
西に主軸を置く双円墳である。現在西丘とその石室が残るだけで、東丘の

上半及び石室は破壊されて見られない。

墳丘は、西丘で高さ45m、 径 20mを 測り、復原主軸長約30mを 測る
ものと思われる。

西丘の石室は、左片袖式で、奥壁巾145m、玄室長338m、 高さ176市を測り、

羨道は玄門部巾10m、 入口部巾15m、 長さ642m、高さ16mを 測る。玄室の

みの大きさでは、小型の石室の類に含まれるが、羨道部を含めると98m
と比較的長い。調査は、本古憤北側のD支群38。 39。 40号墳の調査と合せ
て実施した。

西丘石室は、玄室部のみ50～ 20cm大の自然石を雑然と敷いているが奥半部

はやや小型の石材で占められ、前半部は比較的平面をそろえて敷き、羨道

部との間に約 30 cmの段を作っている。

本石室への埋葬は 2次に亘るものと考えられる。すなわち、玄室内敷石

中央に人骨片がかたまって遺存し、近くから子持勾鼠 1)が出上した。また

奥壁。東壁にそって、須恵器llT(9・鉄鏃(2)。 馬具轡(1)・ 鉄斧(1)を 副葬しており、

敷石中央部で刀の円頭部を検出した。
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また、玄室の袖部には、須恵器・土師器の一群があり、須恵器高ナ不0、

疎(1)'本蓋身(1)上 師器lTr(1)椀 (1)、 から成っている。また玄室西壁ぞい

に鉄釘が多く第一次の埋葬は木棺を使用し袖部の上器を伴 うものであろう。

また先の袖都土器群と東壁に接して台付の装飾壷が上下別々に置かれて

いた。装飾壺は、通有の広口壺の肩部に計4つ (現在2つのみ残る)の小型壷

を付け、各壺間に「イノシシと大、馬を引く人、鹿、3人の男」の各像を作って

いる。 類例としては兵庫県西宮山古墳出土例に近い。

さて、羨道部では、第 2次の埋葬が行なわれ、羨道奥半部に直刀(1)、 須

恵器ナ不(働 。長頸壷(1)・ 高ナTh11)・ 耳環(1)。 鉄釘を入骨と共に検出しており、

第 2次埋葬も木棺で行なわれたことを示している。

第 1次埋葬に伴う土器と、第 2次埋葬のものとの形式差は 1形式あり、

6世紀末～ 7世紀初頭の間に埋葬が 2度行なわれたことを示している。

第 8表 山畑22号墳の出土遺物

第21図  装飾壷の動物と人物像

埋葬の区分 場 所 埋葬の主体

雪
園 葬 口

ｍ

装身具 馬具 武  器 土 器

須恵器 土師器

第 1次埋葬 玄室中央部 棺
船

木
鉄

子持勾玉 (1) 轡(1)

煮頭(1)

鉄鏃(a

鉄斧(1)

用    (2)
l本蓋身 (1)
高 チ不 (5)
腺   (1)
装飾付壺(1)

気i頸壺(1)

椀  (1)

第 2次埋葬 羨道奥半部 棺
朗

木
鉄

金 環 直刀(1)

郭
蓋
壺
　
身

頸

高
郭
長
射
郭
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第22図  子持勾玉

東丘部については、昭和26年 、所有者が異ったため、大半の破壊を受け、

墳丘・石室については知るすべがないが、本調査では、一応墳丘中央に当

たる南斜面にトレンチを設定し、石室の遺存状態を調査したが、50～ 10ocm

大の自然石が雑然としており、石室は全く壊減したものと考えられる。な

お、トレンチ南端で、耳環(1)、 焼成不良の須恵器甕片が若干出上してぃる。

第23図 装 飾 壼
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第23図  山畑22号墳石室実測図 (島 )



第25図  山畑40号墳の棺台

G.山畑38。 39・ 40号墳の調査

各古墳は、E支群22号墳北側約10mに 東西にならぶD支群東端の古墳で、

東より38～ 40号墳と並んでいるが、39号墳のみ古墳列より南へ 少しとび出

た状 態にある。

各古墳とも10m未満の小円墳で、古墳列の北側は15～ 30mで客坊谷筋で

立地は良くない。

古墳間は 1～ 4mを 測るのみで琲常に接近している。

38号墳は、径110m、高さ25mを 測り、基底部を残して大半の石材は搬出
されている。石室は、奥壁巾15m、長さ525m、入口巾125mを 測る無袖式の
石室で、入口部は10～ 40cm大の石材が充満した状態で残り、石室内には埋

葬当時をしのぶ遺物はほとんどなく、わずか奥壁に接して凝灰岩製組合式

家形7f棺の石材 1枚が残っていただけで、他は石棺片が散乱していること

を知り得たのみである。

39号墳も径80m、 高さ15mを 測る小古墳で、内部の石室は、38号墳同様
無仙式で、奥壁巾12m、 入口巾105m、 長さ465mを 測る。3壁に亘って2～3段
の高さに残っているのみである。
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第26図 山畑38号墳石室実測図 (島 )
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第27図 山畑39号墳石室実測図(島 )
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１

士
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第28図 山如40号壌石室実測図(欝 )
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第29図 山畑40号墳の棺台と遺物

石室床面には30～ 20cm大の石が敷かれているが、奥半部は、すでにめく

られた状態にあった。埋葬状態を示すものはほとんどなく、敷石中央で金

環(1)鉄釘若干、上士W器破片を検出するにとどまった。

39号墳の西北にほとんど接して構築されている40号墳は、墳丘・石室内

とも比較的良好に遺存した。

墳丘は、径■ Om、高さ20mを 測り、西への傾斜面に築造されているため、

東で1よほとんど封上のもり上 りはなく、西半部のみ墳丘の形態をよく残し

ている。

石室は、無袖式の石室で、奥壁巾115m、入口巾133m、 長さ420mを 測る。

石室内における遺物遺存状態は他の石室より良く、石室の奥半部には、棺

台の設備を作っている。構台は、B支群の35号墳の場合と同様に、比較的

細長い石材を前後に石室主軸に対して直交据置している◇附近には入骨片

が散在して、棺台内部で鉄釘と耳環(働外部で耳環 (1)があり、本古墳の様に最も

小型石室の内にも計2体の埋葬二(同一の小型木棺による埋葬 )が行なわれた

ことを示している。石室中からすると木棺2棺 は並列出来ず、埋葬が前後した

【 釘
興

 ヽ 
‐

とするならば、後の埋葬は先の棺に収納されたことも考えられる。なお、

石室入口部に若千の須恵器ナTx11)。 高
jTh片 、土師器片が出上した。時期は 7

世紀初頭のものと出来る。また、東壁入口部の封土中内に須恵器の簑片が

まとまって出土した。山畑古墳群の南の姫田塚古墳でも石室入口附近の墳

丘内から須恵器大甕、平瓶が出上している。
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II埋葬と遺物

今回調査した古墳は、比較的埋葬当時の状態あるいは副葬品をよく残したものが

多かったが、ここでは各古墳における埋葬別の副葬品の内、土器を中心に図化・配

列した。

B支群の山畑33号墳では、玄室から羨門部にかけて 4次にわたる埋葬が見られた

が、第 1次埋葬及び第 3次埋葬に伴う土器群は比較的埋葬の時間差が少いことを示

しており、第 1次埋葬に伴った馬具杏葉 (表紙カット)お よび土器の形式から6世

紀中葉を若干下る時期に古墳の築造・埋葬が行なわれたことを示している。第 4次

埋葬に伴う土器群は比較的時期の下るもので、約半世紀以上たった 7世紀中葉に追

葬が行なわれたようである。ただ第 2次埋葬では、一棺内に 2体分の耳環が残り、

この間に同棺へ追葬されたものと考えられる。閉塞都で出上した土器群は各時期の

ものがあり、各々の埋葬後の祭祀に伴うものであろう。

山畑35号墳も3次の埋葬が行なわれていたが、第 1次埋葬と第 2次埋葬の土器群

は、極めて近く、山畑33号墳の埋葬時とほぼ同時期に埋葬が行なわれているが、羨

道入口部の第 3次埋葬に伴う球は作りが良くなく6世紀末ごろの追葬とみられる。

4次の埋葬が知られたE支群の山畑25号墳は、玄室部の第 1・ 2次埋葬の上器群

の内、須恵器よ不・高」不等に見られる様に 1形式の差があり、第 1次埋葬は 6世紀後

半も中ごろに行なわれ、続いて 7世紀初頭前後に第 2次埋葬が行なわれている。こ

れに続く第 3次埋葬に伴う長頸壺は先の上器群に近く、続いて埋葬が行なわれ、羨

道入田部の第 4次埋葬の副葬品はないが、少なくとも7世紀の中葉に近い時期へ下

るものと考えられる。

また、同支群の山畑22号墳西石室では、 2次の埋葬が知られたが、玄室内の第 1

次埋葬に伴う装飾付壺をはじめとする奥壁部・羨門部の上器群は、 6世紀後半も中

ごろのもので、羨道部の第 2次埋葬の上器群は、底部が平担で小型の〕不に見られる

様に 7世紀初頭の追葬と考えられる。

円筒埴輪列を検出した山畑36号墳は、石室内の埋葬状態がよくなかったが、土器

群は 6世紀後半も中頃・のものと見られ、埴輪列も同時期のものであろう。

D支群の山畑38～ 40号墳は、ほとんど遺物を残していなかったが、10m末満とい

う古墳の規模等からしてむしろ埋葬に伴う副葬品をほとんど持たない古墳といえる。

中でも40号墳は、石室奥半部に棺台を設け、周辺より2体分の耳環を検出しており、

1棺へ 2次の埋葬が行なわれた可能性があるが出土品として須恵器」不身等があり、

形式から見て、7世紀初頭のものと見られ、本古墳群でも最も後に築造されたもので

あることが知られる。



第30図 山畑33号墳出土遺物

第 1 次 埋 葬 第 4 次 埋 葬

土 器 特 長 土 器 特 Lミ

脚 付 長 頸 壷  比較的均整の とれた長頸こで脚部の大半

を欠いているが、口径8 1Cm、 胴径 14 8cm、 高さ21 5Cm(現

高225)を 測る。焼成は良好でわずかの灰色の 自然釉が付

着、一部に窯片がついている。脚部中央に 2本の凹線に換

まれて右下 りの平行 クシロ文 を付け、さらに上部に左下 り

の斜行線文 をつけている。

鉾 (土師 器 )口 径 19 4cm、 高 さ14 2cmを 測 り、比較

的薄手で赤褐色の良質の胎土 を用いている、回縁部は若干

内傾 している。

鉢 (上師器)口径229(m 高 さ135(m口 緻部は大きく外 rkさ せ てぃる

無 蓋 高 郭  口径 10 3cm、 高さ13 0Cm黒 色に近 く釉が全体に付着している。

〕禾部中央および脚部中央に各々 2本 の凹線 を付けている、整形はていねいに行

なっている。

台 付 鉢 (土師 器 )口 径 18 7cm、 高 さ5

付けている。内外 ともヘ ラで細か く整形してし

褐色、全体 として作 りは良い。

7Cm、 を測 り、径 11 5Cmの高台を

るが、表面の工」落が激 しい、責

鉢 (土師 器 )日 径 15 0cm、 高さ11 3cm、 茶褐色を呈 し、部分的に赤褐色

〒部にススが付着 し、内外 ともヘ ラで磨かれていたようであるが磨減がひどい

器壁は比較的薄い。

～10.IllL(土師器)日径122～ 12 8Cm、 高さ38～ 4 5cm。

羨 道 部 及 び 閉 塞 部

土 器 特 長

子 持 脚 付 壺 脚部 を欠いているが、口径 18 5Cm、 現高26 5cm(三 高22 2cm)

胴径19 0cmを 測る。口縁部は大 きく開き、その端 を内へつまんでいる。頸部は

波状文 を付け、胴肩部には小型
=(復
原高約 6 cm、 胴径 5 Cm)を 計 4コ を装飾

的に付けている。と部 と脚部の間は一本の凸帯に成形 している。

台 付 長 頸 壷 口縁部 を欠いているが、胴径 14 5cm、 現高21 3cmを 測る、三

下部に径8 6Cmの 高台状の台をつけている。胴都中央には 2本の凹線に挟まれた

斜位の平行ヘ ラ刻文 を付けている。胴上部には比較的細 く、やや大 きく日の開

いた頸部 をつけている。

壷 (上師 器 )口 縁部 を欠いているが、胴径12説 m、 現高9 5cmを 測る、茶
褐色を呈 し、内外 とも全体にヘ ラで整形 しているが、一部に指痕が残る、頸部

は直線的に外反するやや長い形式の ものであろう。

五泉 口縁部を欠いているが
孔を胴部にあけている。

胴径9 6cm、 現高11 0cmを 測る、比較的小さな円

第 次 埋 葬

土 器 特 長

2.士 不蓋  口径 17 0cm、 高 さ4 2cmの 蓋に径3 6Cmの 比

較的大 きく上部の凹んだつまみ を付けている、手法・焼成

は共通。

霊  口径6 0cm、 高 さ10 0Cm、 短 く大 きな外反する口縁部

を持 ち、胴部中央に 2本の凹線 をつけている、内外とも整

形はていねいで、器壁はほぼ一定である。



第31図  山畑35号墳出土遣物

第 1 次 埋 葬 第 次 埋 葬

i 器 特 k 1 特 震

無 蓋 高 J不 高さ108、 口径H3Cmを 測る通有の無蓋高ナ不で、脚には透 しを作ってい

ない。比較的高温で焼成されているため全体に黒色に近い灰釉付着、器形の整形はて

いねいに行ない、す不部のヘ ラケズリ、脚部の しば り上げが明瞭に残る。卿部端は外へ

つまみ出してお り、固凹に 2fしの円孔をあけている。

大 型 器 台  高 さ56 4Cm、 口径35 2cm、 底形32 8cnを 測る、脚部は上から下まで 4

段の透 しを施 しているが、最上段のみ長方形で他は長三角形の ものである。全体に整

形はていねいに行なっているが、焼成は余 りよくない。

宝  日径15 2cn、 高さ18 4cmを 計る

日縁部 をつけている。lt成 は余 りよ く

縁部にかけてハケロによる整形を行な

は同心円状にあて木痕 を残す。

球形に近いI同部に対しやや外反する高さ9 5cmの

く全体は淡灰色を呈している。胴上部よリロ

、胴部の%下半部は格子目のタタキ文、裏面

】不蓋 身 蓋 口径 14 4cm、 高 さ4 5Cm、 〕不口径 12 3Cm(14 9cm)、 高さ4 8cm共 に焼成良

行、蓋の外面はヘ ラケズリでていねいに整形しているが、内面は凹凸があ り、全体 と

して器壁は一定でない。日縁内部の端はわずかな段 を作っている、蓋は口縁部のたち

上 りが45° にた く器内外とも整形は良好で、外面のヘ ラケズリはていねいに行なってい

る。

士下蓋 身 蓋は口径 14 2cm、 高 さ3 7cmを はか り、日緑部は比較的内傾 している。JTNは

回径12 4cm(147(mX高 さ43を 測る。共に焼成・整形は良好で、jTN身 の蓋受部の周囲

にヘ ラによる斜位の刻文 (約 6 mm)を つけている。

】不蓋身 蓋口径15 0cm、 高さ4 9cm

高さ4 6cm淡青灰色、比較的器壁が厚ラ

半部のヘラケズリも大きくけずってヤ

燒成良好、青灰色、邦は日径 13 3ch、

が蓋受け部はていねいにつ くり、器下

る。

士不蓋 身 蓋は口径 15 1cn、 高さ4 5cmを 測 り、日縁近 くまで一定のカーブを

持 っているが、日縁端はわずかの凹線で区別 している。口縁端外面はヘ ラを

押 しつけて刻 目状の文様 をつけている。蓋は口径 12 5cm(15 0cm)、 高さ47
Cmを lRlる 。わずかの灰釉が認め られ、器内は指で整形 し、外面はヘ ラケズリ

がていねいである。

無 蓋 高 llT日 径■ Ocm、 高さ11 0cmを 測る、均整の とれた無蓋高チトである。

高温で焼成されてお り、全体に黒色に近い灰釉が認め られる。 (横位に焼成 )

整形はていねいで、脚部端はわずかに外へ段 をつけて再び端 を内へひねって

お り、第 1次埋葬の高ナトと若干手法が異なるが、全体 として非常に近い。

第 次 埋 葬

土 器 特 長

1腺 口縁部 を欠いているが、胴径9 0cm、 現高 12 7cmを 測る、焼成は余 り良 くな
く灰色を呈する。脚部の整形は荒っぼ くいびつである、胴部の円孔は大 きい



山畑25号墳出土遺物

第 1 次 押 葬 第 2 次 埋 葬 第 4 次 埋 葬

11 イ寺 [ 1 器 特 長 土 器

12

9
10 cm

無蓋 高 lTk l,碓 121m、 ‖可さ17は 側、吹径109

(mを ,Wる 先イレ∴∴、rl'm`に 2戦 のとこ方炸夕jと しを|キつとこ

ЩI、 」ホ謝;に は↑行′)m‖ 文を十Jけ ている、llL成はよ【

く‖古灰色を
tlし
ている、 ll Ⅲ

`は

ねしツtを tt iし てい

る、

脚付長 頸壺 うとf夕で出 liし たか浴棚のため,Iネ友

士L何文‖t、 ナヒ崚向勺大中!の とこ

"1■

:で 、 ll子 (167(m、 明l■t

4(152(m、 ljl「
.1220(mを

測る、 Jll謝
`に

は 1丁党のとこ方

形の透しを入れ、 JI〕琳ifよ 比中え的薄〈内ヘギ寛を以って

ま11て いる

。 日巳 IIイ侍143(m、 】,1イモ188(m、 「とさ195(IIを 測る、

焼成はあ まり良 くな く吹ドI色 を 卜している、】11ド
｀
十々

‖
`に

は タタキ文を唆 し、令休の洋‖夕のひすみ(ま ない

.靖  H径 75(m、 1何件147(w、 高 さ95(mを 測る、FI
l十は Iァ 〈焼成は十通でぁる、哄部のヘ ラヶズリは判|
つ子d‐ い

. ′Jヽヨ避目亘   :」 イ千6 3(m、‖可fF8 8(nl、 十七さ9()(mを 1硼 る

小型の1,で 、今llkの FI I■ を,Ⅲ く幣形も良いぅljt成 は

良好で,,吹 色を |する、外伸Fはノ、ケと指ナデにより

幣杉している、一耐∫に年
'キ

刊h,

～ 8.蓋 (子持高」下)に 1径 HO(耐 、高さ4欲 m
を測 り、 li部 に 4≒ 26(mのつ まみ をrlけ ている、通
有の器に しては淋占かあ り、小ⅢⅢで もあるので r持

占ナ不■の恭 と考え
',,と

る、焼成上【好、吋灰色。

1不蓋 口径136(m、 「
.jさ
41(m、 10の

'本

身とセ

で出土。

土不身 口径123(m、 高さ4 0cm

ユ下身  日径12 2cn、 高さ42(mを 測る、比較的立ち
上が りがあ り、やゃ渫みのJTN身 である。

コ ッ プ 型 土 器 口径 10 5cm、 丹同径 11 5cn、 高さ

7 8cnを 測る、B‖上部に 2本の四線 を付け、回は I‖ よ

り少 し狭い、下部のヘ ラケズリはていねいに行なっ

ているが、日縁忠 の内外両は どつどつ して率形は

良 くない。

IF身 口径120(14 αm)、 高さ43(mを 測る、焼

成14L度は
'｀

く、灰ド1色、■ち liり は比較的小さく内

ltliし て .ヽる 、吹部はメしく、ヘラケズリはていねいで

シ〉る

士不身 口径120(n(14欲 m)、 高さ3 8cm干 法焼成は

と同 しで、同一窯の ものであるハ

ユ不身  口径10散 m、 高 さ38(mを ‖1る 小型のj/Niち 上 り

1よ 小さく内傾、哄常brよ 平,1。

増  日径71(m、 l TIl径 138(m、 高さ8 7cm、 脚上部に 1本

の凹線 を付け Ill下 部へのカープを作っている、器壁は比

較的厚 く吹部の整形は良 くない。

無 蓋 高 郭  口径 11 8cm、 高 さ5散 m、 脚径6 6cm、 脚部

は界帝卜に対 し、 いがんで何 1す ら,し てヤヽる。

と不身  口径93(m、高さ34(mを 洪1る 小型のナホで、外面の
ヘ ラケズリは41っ ばいため、内厚で吹面か ら蓋受けまで

の線は 立ち にっている。

提 瓶  口径40(m、 Iヽ さ152(田 、IIl径 126(m、 lll上部に

は退化 した紐かけ突 jlcが左右についている。

1

脚 付 長 顕 壷 口径9 2cn、 高 さ

26 3cm、 胴径 15 2cm、 脚底径134

Cm、 比較的焼成・整形は良 く青灰

色を呈 し、器外面の仕上げはてい

ねいである、胴上部に 2本の凹線

をつけ、開いた脚部中央に段 をつ

けている、長方形の 1段透 し。



第33図  山畑22号墳出土遺物

第 1 次 埋 葬 第 タ 埋 葬

土 器 特 Lt
寸 特 lt

上不蓋 ぢ矛益は口径150(m、 高 さ42(mを 測る。焼成は It larで 古灰色～灰色をh:す る

rrt■は均―ではな く、 lim`内 由iは 回転指整形により町山が激 しい。外山iのヘ ラケ

ズリは巧みに行なっているが少 しいひつである。身は日径139(m、 1l� さ41(mを 測

り、灰色～ur灰 色をとlす るコ成形がいびつであるが、内外のヘ ラケズリ チデ堆形

かてい ,ょ いである。

２

　

４

有 蓋 高 1不   益は日仰 44(m、 1ヽ さ5

林状のつ まみ をつけている、高
'本

は口径 15

出
'は
内部か
',円
孔 3を あけている。幣形は

｀
共 1

1(nを 測る。 li部 に径20(mの 比lk的

3、 I古 さ82(mを 〕1る 気
'川

Iの Iヽ Jホで、開1

と良いが、焼成温度が lltい ため乳灰色

を≒Iし ている。

他の高〕小・器は、胎土・焼成  手法 とも同様で同一窯て焼成されている、 5の み

明1部 の円 rしはない .

増 口径8 2cm、 高 さ11 4cm、 】H径 141(mを 測る、器内及び外市flll上部に 多壁の 自然れI

と窯 片が付 4Vし ている、IIl下部はヘ ラケズリの後ナデで九 く仕 Lげている。

碗 (上師 器 )回 径101(m、 高さ52(mを 1切 る、日縁部は猪千内lrし 、1 5cmの粘土持 を
kttみ 上げて夜跡が残っている、吹部は」凸があ り整形はよ くないが、内hiは ていね

いに仕上げている。

短 頸 壼 (土師 器 )口 径9 7cm、 高さ156∈ m、 】‖径120(mを 測る、金体にホ禍色を

呈 し、 l・l部はいいつでは言卜に凸付状の ものを一部 Vlkし ている、外面は全体に1‖か く

横位のヘ ラ ミガキを行って,!る 。

無 蓋 高 J不  口径117(m、 高さ15 4cm、 脚径 121(mを 測る、す本部は 2本の段 をつけ

脚部の端は素縁 となっている、上下 2段 の透 しをつけているが、下段は右側の純の切

り込みがあるのみであ る。器体は上部を少し斜めに して焼成 されてお り、全体の惚形は

良い。

装 飾 付 壺  口径 19 1cn、 hI隆 19 5cm、 高さ27 5Cmを 測〕るやや コの狭い広口とに高

さ18 5Cm、 氏径252(mの 脚を付けている (総高46■ Ocm)、 と頻部には 3段 の変形波状

文を付け、Ial下 半部は格子目状の タタキ文を残 している、
=肩
部には、小 ll lの市 4を

配 していた様であるが、現在、小型の麒 (1)と 長壊
=(1)を

残すのみである、各

小Ilこの間には、比較的具象的に 4単位の群像 を付けている、

各像は右まわ りに、大  イノンシ・犬一人惨 (男 )・ 馬―鹿 (2)一 人物 (男 3?)

が表現 されている、脚部は 3段 の透 しを施 し、 ヒ1段 日は長方形、 下2段 は三角形の

透 しである、各r女にはこ部 と同 じように変形波状文を施 している、整形・焼成は良好

で、こ上半に若千の自然T4が付若している。

一マ>卒 二
=葛
― ==ゝ 遣

不 蓋  口径 14 1cm、 高さ4 3cmを 測る、灰色
～灰白色、日縁内面に 2条 の回線 を入れ、内

外 とも指ナデによる整形がていねいである、

L部はヘ ラケズリを行なわず、径7 8cmの 未

整形部を残 している。

士不身  口径 10 5Cm、 高さ3 5cmを 測る、青灰
色を呈 し、焼成は良い、ゃゃ小型のナ不で底部

は、平担に近 く中央 までヘ ラケズリを行なっ

ている。小石混入、整形良好。

有 蓋 高 士下 第 1次埋鼻の有蓋高ナ不と近い

が、手法の点ではお とる。日径12 9cm、 高さ

7 1cmを 測る。胎土は悪 く、焼成 も不良で灰～

灰 白色を呈 している、日縁部の立ち上 りや受

け部をは じめ脚部の接合は良 くない、脚部に

は 3つ の円孔 を穿 っているが、外面の円 Iし周

囲は打ちかいた状態にある。

長 頸 壷 口径7 5Cm、 高さ16 1cm、 胴径125

Cmを 測る長頸壺で灰色～灰自色を呈 し、焼成

は良 くない、頸部・胴部に各 1条 の凹線 をつ

け、広部に×印のカマ印を有する。日縁端は

若千内傾させている。



第34図  山畑36号墳出土遺物一覧表

土 器 類 特 長

7

吐 を

尚

11  0

増 にIt± 76`m、 】Hを±145(m

内へまげている.

高さ10欲 m、 回縁 4∫は_lで 居

蓋  口径 11 5Cm、 1モ さ41(mを 〕Щる黙で、全体 として器高か

あ り、封1等の為 として llk用 されていた もの と思われる。

長 顕壺 日径5 1Cm、 月Π径9 8Cmを はかり、大きく開

つけている、頸部・胴部に
′
左下りの 目状文をつけて

広口壺

ロ
　
　
ハ

た

　
る

碗 (土師器 )11径 11ま m、 高さ41(m、 口縁端は外へわ
すかにつまんでいる。赤偶色。

皿 (土師 器 )口 径14 0cm

へ少 しつまんで外反 している。

ラ ミ〃キ幣肝夕、赤偶色、内面 li

ラ ミガキ。

碗 (土師器)口 径1100n
による整形ハ

、高さ41(mを はか 1)、 日縁は外

一部に黒切王がみ
'っ

れ、氏言卜はヘ

部は ヨコ位、下面は タテ位のへ

高さ4 5cm赤 褐色、ヘラミガキ

浅 鉢 (上師 器 )日 径略 3cm、 高さ6 2cm、やや大指1の浅鉢

で、底部は平 II、 日縁部は端で少し外へつまんでいる。内面に

は、わすかの凹線的手法 を加1え ている。

長頸壷

長 頸 壼  I同径 15 5Cm、 現高 15cm、 脚部 を故意にけず り取つ

ている、胴中央に記号文的なヘ ラ文様 をつけている。

1～ 16.円 筒 埴 輪 比蚊的 *比 っぽい作 りで、11のみ山帯が 3段

目まで残 り、 8～ 9 cmの単位で尚帯が付け られている。全体に

組位の八ヶで整形し、 2段 日 3段 目に径 7('m位の円孔 をあけ

ている、色調は黄褐 色、  11 現高 30Cm、 上部径 16 5cm、 底

径11 8cm

12… …やや大4! 底径23 αn,現高170(m

13… …上部径 17 0cm、 現高15 0cm、 氏径11 5cm

14¨  ̈  ′′   15 0cm、    ′′  15 0(m、    ′′  15 0cm

15… …   ′′   17 0cm、   ′′  12 5Cm、   ′,  13 5cm

16…     ′′   19 0cm、   ′′  12 0cm、    ″  19 0tln
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Ⅳ まとめ

古代大和政権の所在した大和と生駒山地を挟んで隣接し、西日本、あるいは水連

により大陸への門戸として重要な位置を占めた河内日は、大和川・淀川の両河川に

よって形成されたデルタ地帯であり、弥生時代中期以降、水稲生産力の発展を基と

して、平野部への集落進出・拡大は目ざましいものがあり、瓜上堂追跡・仄破追跡

・lllN橋遺跡等の大集落を生む一方、山俺にそって多くの集淋を連立させている。こ

うした弥七時代の生産的背景のもとに4世 4じ以降、大和への玄関であり、河内の中

心地域である現れ:の柏原市周辺の |を とには L手山∬fな【梓・松 II山 |!41イ|卜等、前期の

き墳洋を成立させた。これに用し、生駒山地の西俺にあたる現冶:の大束・東大阪・八

尾の各市周辺は、「和名抄」によれば、北より護良郁・河内劇
`・
高婆 ||に

当ってい

たが、特に河内尉;の北半から潰良劇∫の区城にかけては、当時なおデルタ地帯の形成

が遅れ、難波の入江のなごけである潮沼状の低湿地が広範囲に残り、周辺の生産地

帯は低湿地 と山地に挟まれた区城に限定されていたと考えられる。

当地における古墳の初現は、比 ltN的安定した生産地帯を持つ高安部域に西の山古

墳・花南山古墳など60～ 70m級 の前万後円墳を以って始まり、在地の有力首長が河

内・高安・者江の二部を中心に君臨していたものと考えられ、さらに 5世紀前半の

周濠を有する′と、合寺山古墳へと続いている。

山畑古墳群の含まれる河内部にあっては、 4～ 5世紀前半の古墳は見られず、扇

状地の末端に北より、塚山古墳・芝山古墳・えの木塚古墳 。大賀世古墳など直径30

～40m級の円墳や古式の横穴式石室を有する小型の前方後円墳が 5世紀中～後半期

にかけて出現しており、南の高安部でも、これまでの 4～ 5世紀前半期の古墳群と

離れ、古式の横穴式石室を持つ郡川東塚・西塚古墳等の古墳の出現がみられ、これ

までの在地有力首長にとどまっていた古墳の造営が小地域に台頭してきた有力首長

にも及びこれまでの周辺地域への支配形態が変質してきたことを示している。しか

し河内部内に 4基、高安郡に 2基の差が見られ、各々の小地域の共同体の規模・構

成に相異があることを示している様でもある。中でも、古式の横穴式石室を有し豊

富な金銅製品等を有する芝山古墳や部)|1西塚・東塚の存在は、大和政権の対外交渉

の上に重要な役割を果した官僚的人物が登場していることも十分考えられる。

この間、平野部の生産拡大や大陸より導入された種々の手工業生産は、これらの

小地域有力首長のもとに競って進められ、小若江・衣招・西岩田・友井東遺跡等の

様に村落経営が進められたものと考えられる。

この様な中に、河内部では 6世紀の初頭に山畑古墳群や一部の地域で、また高安

郡ではほぼ同様な時期に群集墳の形成が始まっている。

山畑古墳群は、畿内特に大和 。河内地方に数多く分布する群集墳の中では中規模

の群集墳であり、高安郡の大型群集墳とは形成の相様を若干異にしている。山畑古

墳群ではA支群の双円墳でやや大型の瓢筆山古墳が群集墳に先立って扇状地末端に

築造され、 6世紀の中ごろにB支群として盛行していくのに対して、高安群集墳では、
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同時期に既に扇状地上部に小型の円墳として築かれていくという差がみられる

こうした差は、群集墳を構成する生産集団の中で生産拡大に努め生長しつつあっ

た有力家父長家族がこれまで共同体を掌把した地域的有力首長を通して大和政権拡

大の上に果した政治的・生産的な貢献度の差と見ることも出来よう。

山畑古墳群は、 6世紀の後半に盛行を見、その時点で平均して10を以上からなる

数支群の形成がみられる。「和名抄Jに は、河内部の郷 として、大戸・額田・豊

浦・大宅・桜井・新居・英多の 7つ をのせ、新居・矢多をのぞいてこれらは北から

南へ山麓に沿ってならんでい たものと考えられるが、商北 6 kmを はかるこれら5郷

内に、10基程度からなる小梓集墳が13ヶ 所認められ、各々の科集4{は 、各々の郷の

村落を経営した家父民家族とみられ山畑占墳梓とその形成消滅を同じくしている。

特に後になって那街及び河内寺(河 内 1芭一族 )の造営される大宅郷片¶辺に山畑占墳祥

や客坊山占墳梓等100基 を超える後期占墳が集造されていることは、周辺が同‖
`内

の

中心的位置を占めていたことを示している。

これに対し、大戸郷にあたる石切町周辺では、 7世紀の前半から形成を見る基尾

占墳伴やイノラムキ古墳等が存在し、続いて火葬骨壺や土製基誌IIkを 伴う火葬基が

多く見られ、周辺の梓集墳の消滅あるいは追葬が終止する段階に新しい発展を見て

いることは興味深い。さて、今回調査した各占墳における埋葬の在り万は、当時の

葬制およびその背景にある社会構成を考える上に十分な成果があった。

6世紀の中葉を若千下る時期に築造され、中型の石室を有するB支群33号墳では、

7世紀の前半に至る間、4次 (計 5人 )の埋葬を行っていた。第 1次埋葬では精巧

に大陸製品を模 したと考えられる金銅製杏葉 (5)・ 直刀、第 3次埋葬でも大刀(1)

などを有しているのに対して、小型の石室を持つ山畑35号墳では、埋葬は全て棺台を

作り、木棺による 3次の埋葬を行い、直刀・鉄斧・鈍などの工具類を有しているこ

とでは33号墳と極めて対照的であり、B支群を形成した家族集団間の階層差を示し

ている。

また、盛行期の後半に属し、 6世紀後半後葉の築造と考えられるE支群25号墳で

は、小型で狭長な石室内に 4次 (4人 )の埋葬が考えられ、第 1次・ 2次埋葬が木

棺を使用し、石室前半部の第3次・4次埋葬は、凝灰岩製組合式石棺を使用するとい

う棺材の差が認められるが、第 1～ 2次埋葬の副葬品の知れる所では、直刀・轡・刀

子を持ち、他には特に目立った副葬品はなく、小型の石室内にも整然と追葬の区画

を設定している点興味深い。

また、同支群の中心的位置を示めると考えられる双円墳の22号墳西丘石室では、

6世紀後半後葉～ 7世紀初頭にかけて 2次の埋葬を行っており、各察直刀を有して

いたと見られ、第 1次埋葬では轡・欽斧や子持勾玉が人骨片に接して出土している。

また本古墳群では唯―の装飾壺の副葬などの点から特殊な地位にあった家父長家族

を想定する必要があろう。また、北側に位置するD支祥38～ 42号墳等小型古墳の一

群は、石室 。遺物などから見て最末期の 7世紀初頭の築造と見られ、22号墳をとり

まくように近接していることは興味深く、有力な家父長家族に属する弱少家族集団

を示すものと見られる。これらの小古墳においても、40号墳の様に木棺内に 2体を

収納している。



この様に、今回の調査例では、 6世紀中葉～ 7世紀の初頭にかけて、群集墳の盛

行期を中′と、に築造された古墳では、石室の大小にかかわらず、 1～ 4回の追葬を行

ない、大小家族における埋葬の在り方を明らかにすることが出来た。埋葬は石室入

田部ないしは閉塞に至る空間を十分利用し、棺を整然と配置することが基本であっ

たと見られる。最終の追葬は各古墳によって当然異なるが、33号墳の 4次埋葬は、

7世紀中葉に下るものと見られ、各古墳とも石室内が棺で充満する時点で終止して

いる。

これに対し、同部内の大戸郷に含まれると考えられる本市石切町所在の大簸古墳

の埋葬例の様に、 6世紀末の築造と考えられる石室内に 7体の追葬人骨を 2つの石

棺に改葬し整理された空間になお追葬を行い、計11体の埋葬が見られるという様な

特異な埋葬方法は見られず、むしろ当古墳の周辺地域に新しく7世紀前半に入って、

陶棺墳の墓尾古墳群や害J石 1段積みのイノラムキ古墳などの古墳が築造され、引き

続いて墓誌板を伴う火葬墓、骨壺等の発見が日立つなど、 7世紀の周辺地域の発展

を考慮に入れるならtゴ、 6世紀末～ 7世紀前半にかけて強化されていく前律令的支

配の中に変質あるいは新しく台頭しつつあった在地有力家族集団の特殊な過程を背

景に考える必要があろう。

この様な同郡内の不均等な発展は、山畑古墳群を形成したこれまでの在地家族集

国に強い打撃を与えることになったことは十分考えられるが、墳丘形態・遺物の上

で若千特殊性がみられる本古墳群の盛行・消滅は、さらに古墳造営の主体であった

家族集団の背後に接続する大きな氏族集団の盛減をも考慮する必要があるように思

われる。

-45-



図版 1 山畑33号墳の埋葬状態

図版 2 山畑33号墳石室全景
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図版 3 山畑35号墳石室全景

図版4 山畑35号墳の棺台



山畑25号墳第 1次埋葬



図版 7 山畑26号墳石室全景奥壁より入ロ

図版 8 棺台と敷石の状態



図版 9 山畑22号墳全景

図版10 西丘の石室



第 1次埋葬袖部の上器群
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図版12 第 2次埋葬



図版i3 山畑39号墳全景

図版14 山畑40号墳全景






